
使徒 2

"五旬節の日になって、みなが一つ所に集まっていた。

すると突然、天から、激しい風が吹いて来るような響きが起こり、彼らのいた家全体に

響き渡った。

また、炎のような分かれた舌が現れて、ひとりひとりの上にとどまった。"

使徒の働き 2 章 1～3 節

"私たちはみな、多くの点で失敗をするものです。もし、ことばで失敗をしない人がいた

ら、その人は、からだ全体もりっぱに制御できる完全な人です。

馬を御するために、くつわをその口にかけると、馬のからだ全体を引き回すことができ

ます。

また、船を見なさい。あのように大きな物が、強い風に押されているときでも、ごく小

さなかじによって、かじを取る人の思いどおりの所へ持って行かれるのです。

同様に、舌も小さな器官ですが、大きなことを言って誇るのです。ご覧なさい。あのよ

うに小さい火があのような大きい森を燃やします。"

ヤコブの手紙 3章 2～5 節

"すると、みなが聖霊に満たされ、御霊が話させてくださるとおりに、他国のことばで話

しだした。"

使徒の働き 2 章 4 節

"良い人は、その心の良い倉から良い物を出し、悪い人は、悪い倉から悪い物を出します。

なぜなら人の口は、心に満ちているものを話すからです。"

ルカの福音書 6章 45 節

"まことに主は、もつれた舌で、外国のことばで、この民に語られる。

主は、彼らに「ここにいこいがある。疲れた者をいこわせよ。ここに休みがある」と仰

せられたのに、彼らは聞こうとはしなかった。"

イザヤ書 28 章 11～12 節

"さて、エルサレムには、敬虔なユダヤ人たちが、天下のあらゆる国から来て住んでいた

が、

この物音が起こると、大ぜいの人々が集まって来た。彼らは、それぞれ自分の国のこと

ばで弟子たちが話すのを聞いて、驚きあきれてしまった。

彼らは驚き怪しんで言った。「どうでしょう。いま話しているこの人たちは、みなガリ

ラヤの人ではありませんか。

それなのに、私たちめいめいの国の国語で話すのを聞くとは、いったいどうしたことで

しょう。"

使徒の働き 2 章 5～8 節

"ユダヤ人もいれば改宗者もいる。またクレテ人とアラビヤ人なのに、あの人たちが、私

たちのいろいろな国ことばで神の大きなみわざを語るのを聞こうとは。」

人々はみな、驚き惑って、互いに「いったいこれはどうしたことか」と言った。"

使徒の働き 2 章 11～12 節



"しかし、ほかに「彼らは甘いぶどう酒に酔っているのだ」と言ってあざける者たちもい

た。

そこで、ペテロは十一人とともに立って、声を張り上げ、人々にはっきりとこう言った。

「ユダヤの人々、ならびにエルサレムに住むすべての人々。あなたがたに知っていただ

きたいことがあります。どうか、私のことばに耳を貸してください。

今は朝の九時ですから、あなたがたの思っているようにこの人たちは酔っているのでは

ありません。"

使徒の働き 2 章 13～15 節

"エフライムは勇士のようになり、その心はぶどう酒に酔ったように喜ぶ。彼らの子らは

見て喜び、その心は主にあって大いに楽しむ。

わたしは彼らに合図して、彼らを集める。わたしが彼らを贖ったからだ。彼らは以前の

ように数がふえる。"

ゼカリヤ書 10 章 7～8 節

"これは、預言者ヨエルによって語られた事です。

『神は言われる。終わりの日に、わたしの霊をすべての人に注ぐ。すると、あなたがた

の息子や娘は預言し、青年は幻を見、老人は夢を見る。

その日、わたしのしもべにも、はしためにも、わたしの霊を注ぐ。すると、彼らは預言

する。

また、わたしは、上は天に不思議なわざを示し、下は地にしるしを示す。それは、血と

火と立ち上る煙である。

主の大いなる輝かしい日が来る前に、太陽はやみとなり、月は血に変わる。

しかし、主の名を呼ぶ者は、みな救われる。』"

使徒の働き 2 章 16～21 節

"この幻は、定めの時について証言しており、終わりについて告げ、まやかしを言っては

いない。もしおそくなっても、それを待て。それは必ず来る。遅れることはない。"

ハバクク書 2 章 3 節

"まことに、水が海をおおうように、地は、主の栄光を知ることで満たされる。"

ハバクク書 2 章 14 節

"この宮のこれから後の栄光は、先のものよりまさろう。万軍の主は仰せられる。わたし

はまた、この所に平和を与える。－－万軍の主の御告げ－－」"

ハガイ書 2 章 9節

"神は私たちに、新しい契約に仕える者となる資格を下さいました。文字に仕える者では

なく、御霊に仕える者です。文字は殺し、御霊は生かすからです。

もし石に刻まれた文字による、死の務めにも栄光があって、モーセの顔の、やがて消え

去る栄光のゆえにさえ、イスラエルの人々がモーセの顔を見つめることができなかった

ほどだとすれば、

まして、御霊の務めには、どれほどの栄光があることでしょう。

罪に定める務めに栄光があるのなら、義とする務めには、なおさら、栄光があふれるの

です。"

コリント人への手紙 第二 3 章 6～9 節



"イスラエルの人たち。このことばを聞いてください。神はナザレ人イエスによって、あ

なたがたの間で力あるわざと不思議としるしを行われました。それらのことによって、

神はあなたがたに、この方のあかしをされたのです。これは、あなたがた自身がご承知

のことです。

あなたがたは、神の定めた計画と神の予知とによって引き渡されたこの方を、不法な者

の手によって十字架につけて殺しました。

しかし神は、この方を死の苦しみから解き放って、よみがえらせました。この方が死に

つながれていることなど、ありえないからです。"

使徒の働き 2 章 22～24 節

"兄弟たち。父祖ダビデについては、私はあなたがたに、確信をもって言うことができま

す。彼は死んで葬られ、その墓は今日まで私たちのところにあります。

彼は預言者でしたから、神が彼の子孫のひとりを彼の王位に着かせると誓って言われた

ことを知っていたのです。

それで後のことを予見して、キリストの復活について、『彼はハデスに捨てて置かれず、

その肉体は朽ち果てない』と語ったのです。

神はこのイエスをよみがえらせました。私たちはみな、そのことの証人です。

ですから、神の右に上げられたイエスが、御父から約束された聖霊を受けて、今あなた

がたが見聞きしているこの聖霊をお注ぎになったのです。"

使徒の働き 2 章 29～33 節

"ですから、イスラエルのすべての人々は、このことをはっきりと知らなければなりませ

ん。すなわち、神が、今や主ともキリストともされたこのイエスを、あなたがたは十字

架につけたのです。」

人々はこれを聞いて心を刺され、ペテロとほかの使徒たちに、「兄弟たち。私たちはど

うしたらよいでしょうか」と言った。

そこでペテロは彼らに答えた。「悔い改めなさい。そして、それぞれ罪を赦していただ

くために、イエス・キリストの名によってバプテスマを受けなさい。そうすれば、賜物

として聖霊を受けるでしょう。

なぜなら、この約束は、あなたがたと、その子どもたち、ならびにすべての遠くにいる

人々、すなわち、私たちの神である主がお召しになる人々に与えられているからです。」

ペテロは、このほかにも多くのことばをもって、あかしをし、「この曲がった時代から

救われなさい」と言って彼らに勧めた。

そこで、彼のことばを受け入れた者は、バプテスマを受けた。その日、三千人ほどが弟

子に加えられた。"

使徒の働き 2 章 36～41 節


